
2023年度

国語 科目名 履修学年 中学　・　高校 3 年 1.2.3.6.7 組

２単位

奥原

評論Ⅰ「オブジェとイマージュ」高階秀爾			 9

小説Ⅰ「愛のサーカス」別役実 ～

10

関連した別教材

10

過去問題を用いての私大対策 ～

11

問題集を用いての共通テスト対策

過去問題を用いての私大対策 9
～

（学年末考査　初見の文章からも出題） 10

問題集を用いての共通テスト対策

過去問題を用いての私大対策 9
～

10

３
学
期

１
月

２
月

３
月

２
学
期

９
月

学
年
末
考
査　

月

　
月

　
月

１
学
期

４
月

１
学
期
中
間
考
査

５
月

１
学
期
期
末
考
査

６
月

問題集を用いての共通テスト対策

７
月

８
月

評価方法
評定については、定期考査の得点に平常点（課題提出・確認テストなど）を加味し、学期ごとに算出する。な
お、学期末の評定が３点以下の場合は再試験を実施する。

授業計画

学
期

月 学習内容・単元等
時
間
数

評
価

区
分
１

評
価

区
分
２

学習目標 大学入試に適応できる読解力・記述力を養成することを目標とする。

学習内容
文章の構造理解を通して、論理的に文章を読解する能力を高めるとともに、記述式解答作成の実践練習をし、文
章作成力の向上・定着を目指す。また語彙の学習では、全員が漢字検定３級以上の取得を目指す。

授業方法 1学期中間考査まではテキストを用い、演習を重ねる。それ以降は大学過去問題を用いての私大対策を行う。

教科名 現代文Ｂ

単位数 使用教科書
教材等

桐原書店『新探求現代文Ｂ』
桐原書店『新探求現代文Ｂ準拠　予習復習ノート』
桐原書店『共通テスト国語対策問題集標準から実践へ』現代文編三訂
版

担当者

10

11

12

10

11

12

10

11

12



2023年度

国語 科目名 履修学年 中学　・　高校 3 年 4・5・8・9 組

２単位

奥原・関沢

評論Ⅰ「オブジェとイマージュ」高階秀爾			 9

評論Ⅰ「言葉の〈意味〉と〈表徴〉」中村雄二郎 ～

評論解析Ｂ-1「「物語」としての伝統」西江雅之 10

（中間考査　上記３作品から出題）

10

評論解析Ｂ-2「「資本」の出現」大澤真幸			 ～

（期末考査　上記２作品および初見の問題から出題） 11

評論解析Ｂ-３「博物館というメディア」村田麻里子			

評論Ⅱ「身体と出現」平野啓一郎		

過去問題を用いての私大対策 9
～

（学年末考査　初見の文章からも出題） 10

問題集を用いての共通テスト対策

過去問題を用いての私大対策 9
～

10

教科名 現代文Ｂ

単位数 使用教科書
教材等

桐原書店『新探求現代文Ｂ』
桐原書店『新探求現代文Ｂ準拠　予習復習ノート』

担当者

学習目標

文章の意図を確実に理解することにより、様々な立場から世界を見て、自分の考えを持つことができる。
また自分の思考を言葉にして、相手に伝えることができる。
さらに自分の考えを深め、文章構成や表現技法を効果的に用いて表現することができる。
また、大学入試に適応できる読解力・記述力を養成することを目標とする。

学習内容
文章の構造理解を通して、論理的に文章を読解する能力を高めるとともに、記述式解答作成の実践練習をし、文
章作成力の向上・定着を目指す。

授業方法
1学期中間考査までは教科書所収の評論・小説を読解・解説し、合わせて記述式解答作成の実践練習を行う。２学
期は問題集を用いてのセンター試験対策を行う。

評価方法
評定については、定期考査の得点に平常点（課題提出・確認テストなど）を加味し、学期ごとに算出する。な
お、学期末の評定が３点以下の場合は再試験を実施する。

授業計画

学
期

月 学習内容・単元等
時
間
数

評
価

区
分
１

評
価

区
分
２

１
学
期

４
月

１
学
期
中
間
考
査

５
月

１
学
期
期
末
考
査

６
月

７
月

８
月

評論Ⅱ「市民社会化する家族」今村仁司

２
学
期

９
月

学
年
末
考
査　

月

　
月

　
月

３
学
期

１
月

２
月

３
月
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11

12
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2023年度

国語 科目名 履修学年 中学　・　高校 3 年 組

１単位

奥原

現代文アチーブ４を使用した演習

過去問題を使用した私大対策 4

語彙・漢字 ～

5

過去問題を使用した私大対策

　問題形式にわけて実施 4
～

5

過去問題を用いての私大対策

　時間配分 5
～

6

過去問題を用いての私大対策

　 4
～

5

教科名 現代文Ｂ １･３･６

単位数 使用教科書
教材等

桐原書店『現代文アチーブ４　三訂版』
大学入試過去問題（プリント）

担当者

学習目標 大学入試に適応できる読解力・記述力を養成することを目標とする。

学習内容
文章の構造理解を通して、論理的に文章を読解する能力を高めるとともに、記述式解答作成の実践練習をし、文
章作成力の向上・定着を目指す。また語彙の学習では、全員が漢字検定３級以上の取得を目指す。

授業方法 1学期中間考査まではテキストを用い、演習を重ねる。それ以降は大学過去問題を用いての私大対策を行う。

評価方法 評定については、現代文Bに組み込む。平常点や問題演習の得点を参考にする。

授業計画

学
期

月 学習内容・単元等
時
間
数

評
価

区
分
１

評
価

区
分
２

１
学
期

４
月

１
学
期
中
間
考
査

５
月

１
学
期
期
末
考
査

６
月

７
月

８
月

２
学
期

９
月

学
年
末
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月
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月
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期

１
月

２
月

３
月
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国語 科目名 履修学年 中学　・　高校 3 年 組

２単位

松永　航平

（古文）
説話・随筆『古今著聞集』『沙石集』『宇治拾遺物語』『枕草子』等

（漢文）
故事・寓話・逸話『列子』『説苑』『蒙求』等

（古文）
日記・物語『和泉式部日記』『紫式部日記』『源氏物語』『松浦宮物語』等

（漢文）
史伝・思想・文章『老子』『荘子』『誠意伯文集』等

共通テスト対策問題集

単位数 使用教科書
教材等

桐原書店「新 探求古典Ｂ（古文編・漢文編）」
桐原書店「重要古文単語３１５」・「基礎から解釈へ 漢文必携」
桐原書店「共通テスト国語対策問題集〔標準から実践へ〕古典編」担当者

教科名

学習目標
・古典教材を通し、当時の日本人の生活や風習を学び、現在まで続く伝統的な日本人の生活習慣の再発見を促
し、日本人としてのアイデンティティを醸成することを目標とする。
・共通テストで平均点以上を目標に指導する。

学習内容
・音読を通して日本語独特のリズムを身につけるために、シャドウイング・音読も取り入れる。
・漢文学習を通して、漢文が中国のみならず日本まで影響を与えていることを古文学習の中で学ぶ。
・基本的文法事項・重要語句・古典常識を習得し、作品理解にあたって適宜使えるようにする。

授業方法
・基本的に、教科書の教材および副教材を用いて、共通テスト対策・私大対策を視野に入れた問題演習を行
う。
・各作品の教養的背景については、講義や各種ツールを用いて授業を行う。

　
月

１
学
期

４
月

１
学
期
中
間
考
査

３
学
期

１
月

学
年
末
考
査

２
学
期

２
学
期
中
間
考
査

２
学
期
期
末
考
査

２
月

３
月

合計44時間±α

評価方法
定期考査・平常点（小テスト・課題・授業態度など）に基づいて、学期ごとに評価する。
学期末の評価が１０段階のうち３点以下の場合、課題提出および再試験を実施する予定。

9
月

　
月

　
月

評
価

区
分
２

学
期

月

５
月

１
学
期
期
末
考
査

６
月

７
月

８
月

学習内容・単元等
評
価

区
分
１

2023（令和5）年度

古典Ｂ 1・2・3・6・7

10

11

12



国語 科目名 履修学年 中学　・　高校 3 年 組

２単位

矢口　もゆる

（古文）
説話『古今著聞集』（刑部卿敦兼と北の方）

（漢文）
故事・寓話『列子』（杞憂）

随時小テスト

（古文）
随筆『枕草子』（大納言参り給ひて）

（漢文）
文章『誠意伯文集』（売柑者言）

随時小テスト

（古文）
日記『紫式部日記』

（漢文）
思想『老子』『荘子』

随時小テスト

（古文）
物語『源氏物語』

教科名 古典Ｂ 4・5・8・9

単位数 使用教科書
教材等

桐原書店「新 探求古典Ｂ（古文編・漢文編）」
桐原書店「重要古文単語３１５」・「基礎から解釈へ 漢文必携」担当者

学習目標
・古典教材を通し、当時の日本人の生活や風習を学び、現在まで続く伝統的な日本人の生活習慣の再発見を促
し、日本人としてのアイデンティティを醸成することを目標とする。
・共通テストで平均点以上を目標に指導する。

学習内容
・音読を通して日本語独特のリズムを身につけるために、斉読を積極的に行う。
・漢文学習を通して、漢文が中国のみならず日本まで影響を与えていることを古文学習の中で学ぶ。
・基本的文法事項・重要語句・古典常識を習得し、作品理解にあたって適宜使えるようにする。

授業方法 教科書の教材を中心に、講義形式にて授業を行う。適宜、共通テスト対策を視野に入れた演習も行う。

６
月

７
月

８
月

評価方法
定期考査・平常点（小テスト・課題・授業態度など）に基づいて、学期ごとに評価する。
学期末の評価が１０段階のうち３点以下の場合、課題提出および再試験を実施する予定。

学
期

月 学習内容・単元等
評
価

区
分
１

評
価

区
分
２

１
学
期

2023（令和5）年度

３
学
期

１
月

学
年
末
考
査

２
月

３
月

合計44時間±α

２
学
期

9
月

２
学
期
中
間
考
査

４
月

１
学
期
中
間
考
査

５
月

１
学
期
期
末
考
査

　
月

２
学
期
期
末
考
査

　
月

　
月

10

11

12



国語 科目名 履修学年 中学　・　高校 3 年 組

1単位

松永　航平

問題演習スキルの確認

重要文法・句法等の確認

5

私大・国公立二次対策問題演習

5

2

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

4

5

学習目標
・これまで習得した知識（文法・単語・古典常識等）を用いて、古典の大学入試問題を解けるようにする。
・私立大学中心の問題演習を行い、70～80％の得点率を目指す。
・できる限りさまざまな作品・ジャンルを扱うことで、どんな文章にも対峙できるようにする。

学習内容
・私立大学を中心とした、過去問等を用いて問題演習を行い、本番の入試に備える。
・必要に応じて基礎（主に文法・敬語など）の復習を行い、読解の知識を確実にする。
「自選古典」に準ずる内容も含む。

9
月

５
月

　
月

授業方法
・解答後は解説講義が中心となる。場合によっては解いた問題についての根拠などを話し合わせることも考えて
いる。
・適宜演習プリント・資料を配布し、理解の一助となるようにする。

６
月

７
月

評価方法 ・古典Ｂとの合算とする。

学
期

2023（令和5）年度

教科名 古典Ｂ演習 1･3･6

単位数 使用教科書
教材等

桐原書店「新 探求古典Ｂ（古文編・漢文編）」
桐原書店「重要古文単語３１５」・「基礎から解釈へ 漢文必携」
その他適宜プリント等教材担当者

１
学
期

４
月

８
月

１
学
期
中
間
考
査

１
学
期
期
末
考
査

月 学習内容・単元等
時
間
数

評
価

区
分
１

評
価

区
分
２

２
学
期

２
学
期
中
間
考
査

３
学
期

１
月 学

年
末
考
査

２
月

３
月

合計19～22時間

２
学
期
期
末
考
査

　
月

　
月
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国語 科目名 履修学年 中学　・　高校 3 年 組

1単位

松永　航平

問題演習スキルの確認

重要文法・句法等の確認

5

私大・国公立二次対策問題演習

5

2

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

4

5

9
月

　
月

　
月

　
月

３
学
期

１
月

２
学
期
期
末
考
査

１
学
期

４
月

１
学
期
中
間
考
査

５
月

学
年
末
考
査

２
月

３
月

２
学
期

２
学
期
中
間
考
査

１
学
期
期
末
考
査

６
月

７
月

８
月

評価方法 ・古典Ｂとの合算とする。

学
期

月 学習内容・単元等
時
間
数

評
価

区
分
１

評
価

区
分
２

学習目標
・これまで習得した知識（文法・単語・古典常識等）を用いて、古典の大学入試問題を解けるようにする。
・私立大学中心の問題演習を行い、70～80％の得点率を目指す。
・できる限りさまざまな作品・ジャンルを扱うことで、どんな文章にも対峙できるようにする。

学習内容
・私立大学を中心とした、過去問等を用いて問題演習を行い、本番の入試に備える。
・必要に応じて基礎（主に文法・敬語など）の復習を行い、読解の知識を確実にする。
・「古典演習」に準ずる内容も含む。

授業方法
・解答後は解説講義が中心となる。場合によっては解いた問題についての根拠などを話し合わせることも考えて
いる。
・適宜演習プリント・資料を配布し、理解の一助となるようにする。

2023（令和5）年度

教科名 古典Ｂ演習 全

単位数 使用教科書
教材等

桐原書店「新 探求古典Ｂ（古文編・漢文編）」
桐原書店「重要古文単語３１５」・「基礎から解釈へ 漢文必携」
その他適宜プリント等教材担当者

10

11

12
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